
下幌別地区の牧草地に舞い降りた丹頂鶴



オフィシャルジャッジ

清水町 酪農家 松原 秀雄 氏

９月２４・２５日、安平町の北海道ホルスタイ

ン共進会場で北海道ホルスタインナショナル

ショウが開催され当JAからは１２頭の出品があ

りました。

審査員には清水町の松原秀雄氏（酪農家）

が選任され、計４４４頭で審査が行われました。

グランド・チャンピオンには、帯広市ライブ

フールドの「TMF サーモン ミツシー ゴール

ド コースト ET」が選ばれました。

部 名　号 成　績 出品者

1 ｳﾁ　ﾌﾟﾛﾌｲﾂﾄ　ﾅﾝﾐ　ﾏｰｸｲｽ 2等3席 内田　喜久男
2 ﾎﾟｰﾙｽﾀｰ　ｱﾆｰ　ｼﾄﾞ 2等5席 高橋　慶大
6 ﾏﾀﾄﾞｰｱ　ｱﾙﾏｰﾆ　ｲｸﾞﾆﾀｰ 2等4席 赤坂　一弘
8 ｵﾑﾗ　ｸﾞﾗﾝﾄﾞ　ｱﾚﾂｸｽ 2等7席 小椋　義則
10 ｵﾑﾗ　ﾊｲﾛｰﾝ　ｱﾂﾄﾃﾝﾊﾞｰ 1等5席 小椋　義則
10 ﾊｰﾊﾞｰﾋﾞﾕｰ　ｳｲﾝﾄﾞﾌﾞﾙﾂｸ　ｼﾏｰ 2等4席 寺前　吉幸
15 M．F　ﾛﾍﾞﾙ　ﾊﾞｰﾝｽﾞ　ﾗｽﾃｲ 2等6席 関口　真也



10

月
3

日
～
4

日
の
2

日
間
で
、
女
性
部
の
視
察
研
修
旅

行
が
行
わ
れ
、
部
員
15

名
が
留
辺
蘂
町
に
あ
る
山
の
水
族

館
・知
床
方
面
の
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

山
の
水
族
館
で
は
、
川
魚
を
中
心
と
し
た
生
物
が
大
き
な

水
槽
な
ど
で
鑑
賞
で
き
、
身
近
に
生
息
し
て
い
る
が
普
段
目
に

す
る
こ
と
の
無
い
生
物
た
ち
の
観
察
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

水
族
館
の
後
は
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
遠
軽
本
店
で
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
食
べ
た
り
し
て
休
憩
を
し
、
知
床
第

一
ホ

テ
ル
へ
向
か
い
ま
し
た
。

2

日
目
は
、
知
床
の
海
を
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
す
る
予
定
で
し
た

が
、
悪
天
候
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
羅
臼
方
面
の
視

察
、
ま
た
、
網
走
市
で
「リ
ス
の
森
」
へ
立
ち
寄
り
、
リ
ス
を
鑑

賞
し
た
り
と
、
良
い
思
い
出
が
で
き
た
と
の
事
で
す
。

羅
臼
で
は
時
間
が
あ
ま
り
な
く
ゆ
っ
く
り
で
き
な
か
っ
た
が
、

初
め
て
の
知
床
視
察
に
日
々
の
疲
れ
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
楽
し
め
た
よ
う
で
す
。

山の水族館の様子

ノルディックファームで、ソ

フトクリームやチーズケー

キ等を食べて休憩

知床第一ホテルでの夕食風景道中にあるオシンコシンの滝



8月23日～26日にJAグループ宗谷地区酪農体験ツアーが行われました。

この企画は、酪農に興味ある若者に宗谷地区の基幹産業である酪農をファームスティや地域との交流を体験する

事により宗谷酪農について一層理解を深めてもらうのを目的に開催されました。

酪農学園大学の学生８名が宗谷管内各市町村で３泊４日のファームスティを行い、枝幸町には酪農学園大学2年

生の加藤百合香さんが、高橋壮治牧場で酪農体験をしました。

酪農業の一日を体験したり、地域との交流を深めたりと枝幸町の農村を堪能し、加藤さんは、「搾乳の時ミルカー

をかけるのに１頭1頭違うので苦戦はしたが、牛乳の匂いに幸せを感じた。仕事をするときは凄く働いて、休む時は

休むというメリハリのある生活が良かった。また地域との交流で酪農ヘルパーさんとお話しさせてもらった時、ヘル

パーさんがやり甲斐のある仕事だよと言っていたのを聞いて共感できました。また、機会があれば枝幸町に来たい

です。」と話してくれました。

宗
谷
南
農
協
青
年
部
で
は
盟
友
同
士
の

交
流
を
深
め
る
目
的
と
し
て
、
例
会
を
開

催
し
て
お
り
、
今
年
5

月
に
は
青
年
部
の

入
部
予
定
者
を
招
き
、
新
人
歓
迎
会
を
行

い
ま
し
た
。

今
回
の
例
会
は
日
頃
よ
り
牧
場
経
営
に

お
い
て
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
、
宗
谷
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
高
橋
主
査
と
金
子

普
及
員
、
よ
つ
葉
乳
業
宗
谷
工
場
よ
り
小

幡
酪
農
担
当
を
お
招
き
し
、
歌
登
ビ
ス
ト
ロ

ノ
ブ
に
て
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

昨
今
の
酪
農
情
勢
や
自
然
災
害
、
牧
草
収

穫
な
ど
の
話
題
に
花
が
咲
き
、
夜
遅
く
ま
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今尚春部長の開会挨拶

締
め
の
挨
拶
は
よ
つ
葉
乳
業
木
幡
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。



10

月
２
日
、
岡
島
道
の
駅
で
毎
年
恒
例
の
よ
く
ば

り
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
大
勢
の
来
場
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

当
農
協
は
、
女
性
部
と
青
年
部
、
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の

方
々
を
中
心
に
、
「牛
乳
と
ジ
ャ
ガ
バ
タ
ー
の
無
料

配
布
」
「乳
製
品
の
格
安
販
売
」
を
行
い
牛
乳
・乳

製
品
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
い
、
青
年
部
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
み
る
き
ー
ち
ゃ
ん
の
活
躍
も
あ
り
、
ジ
ャ
ガ
バ

タ
ー
、
乳
製
品
と
も
に
す
ぐ
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
出
店
し
て
い
た
、
馬
鈴
薯
協
議
会
の

土
谷
会
長
が
育
て
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
詰
め
放
題
も

好
評
で
、
大
勢
の
方
が
我
先
に
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

詰
め
込
ん
で
い
ま
し
た
。

牛乳・じゃがバターの無料配布を求めて出来た、長蛇の列。

9

月
27

日
、
酪
農
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
酪
農
研
修
生
及

び
後
継
者
向
け
に
、
「協
同
組
合
組
織
に
つ
い
て
」と
「ク
ミ
カ

ン
制
度
に
つ
い
て
」
の
研
修
会
を
開
催
し
、
お
よ
そ
20

名
が

参
加
し
ま
し
た
。

「協
同
組
合
組
織
に
つ
い
て
」
は
、
向
井
地
組
合
長
が
講
師

と
な
り
、
宗
谷
南
農
協
組
織
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
グ
ル
ー
プ
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、
協
同
組
合
の
成
り
立
ち
か
ら
現
在
の

農
協
を
取
り
巻
く
環
境
の
課
題
に
つ
い
て
な
ど
の
話
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
経
営
者
と
な
る
方
々
に
向
け
激
励
の
言
葉
で
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
「ク
ミ
カ
ン
制
度
に
つ
い
て
」
を
村
田
係
よ
り

説
明
が
あ
り
、
組
合
員
勘
定
制
度
の
基
本
事
項
か
ら
始
ま

り
、
営
農
計
画
書
作
成
に
至
る
ま
で
の
解
説
を
詳
細
に
行
い
、

こ
れ
か
ら
を
担
う
若
手
酪
農
家
へ
向
け
、
酪
農
経
営
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
も
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
新
規
就
農
者
向
け
の

研
修
会
を
開
催
し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。



８
月
24

日
～
25

日
の
２
日
間
で
、
枝
幸
高
等
学

校
２
年
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
小
出

牧
場
の
小
出
雄
大
さ
ん
が
生
産
資
材
課
を
体
験
し

ま
し
た
。

棚
卸
作
業
や
伝
票
整
理
な
ど
の
仕
事
を
体
験
し
、

初
め
て
行
う
仕
事
に
対
し
て
真
面
目
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

将
来
は
、
家
業
を
継
ぎ
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
の

で
、
こ
の
経
験
を
基
に
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
実
現
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

８
月
30

日
～
31

日
の
２
日
間
で
は
、
枝
幸
中
学

校
２
年
生
の
職
場
体
験
が
行
わ
れ
、
今
井
潤
さ
ん
、

水
尾
勇
斗
さ
ん
が
体
験
に
訪
れ
、
生
産
資
材
課
と

管
理
課
を
交
互
に
体
験
し
ま
し
た
。

農
業
に
興
味
が
あ
り
、
農
協
を
希
望
し
た
と
の

事
で
管
理
課
で
は
主
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
資

料
の
作
成
、
資
材
店
舗
で
は
、
棚
卸
作
業
を
体
験

し
ま
し
た
。

様
々
な
商
品
が
あ
り
、
初
め
て
見
る
物
も
多
く

と
て
も
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
職
場
体

験
を
今
後
の
学
生
生
活
に
生
か
し
て
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

９
月
13

日
枝
幸
小
学
校
3

年
生
が
社

会
科
見
学
で
枝
幸
町
公
共
育
成
牧
場
を

訪
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
牛
に
大
興
奮
の
子
供
達
で

し
た
が
、
嗅
ぎ
な
れ
な
い
匂
い
に
悶
絶

す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
慣

れ
た
様
子
で
、
和
田
場
長
の
説
明
を
真

剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

施
設
を
案
内
し
て
い
る
最
中
に
も
、
雌

牛
し
か
い
な
い
事
に
驚
い
た
り
、
子
牛
を

見
て
は
、
触
り
た
い
と
い
っ
て
呼
ん
で
み

た
り
子
供
ら
し
い
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

見
学
後
は
質
問
タ
イ
ム
を
設
け
、
「働

い
て
い
て
大
変
な
こ
と
は
な
ん
で
す

か
？
」
と
か
、
「枝
幸
町
で
搾
っ
た
牛
乳

は
ど
ん
な
経
路
で
お
店
に
並
び
ま
す

か
？
」
な
ど
皆
さ
ん
積
極
的
に
質
問
を

し
て
い
ま
し
た
。

枝
幸
町
公
共
育
成
牧
場
の
見
学
を
通

じ
、
食
の
大
切
さ
や
、
そ
れ
を
生
産
す

る
大
変
さ
を
学
び
、
酪
農
に
も
興
味
を

も
っ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

見
学
終
了
後
は
、
お
礼
の
感
想
文
を

頂
き
ま
し
た
。

枝幸高校 小出さん 枝幸中学校 水尾さん 枝幸中学校 今井さん



Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

認
知
度
ア
ッ
プ
と
、
幅
広
い
方
々
に
「ひ
と
・い

え
・く
る
ま
」
の
総
合
保
障
を
ご
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
９
月
１
日
か
ら
翌
年
２
月
15

日
ま
で
の

期
間
限
定
で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
用
「ひ
と
の
わ
ぐ

ま
」
ス
タ
ン
プ
（全
8

種
）
を
無
料
配
信
し
て
い
ま

す
。

人
の
輪
（絆
）を
大
切
に
考
え

て
い
Ｊ
Ａ
共
済
の
新
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
す
。
詳
細
に
つ
き
ま

し
は
Ｊ
Ａ
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
又
は
Ｊ
Ａ
の
共
済
窓
口
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ホ
ク
レ
ン

２
０
１
６
年
９
月
12

日
よ
り
、
生
産
者
の
皆
さ
ま
に

向
け
て
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
」
等
を
利
用
し
た
情
報
発
信

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
営
農
情
報
、
ス
マ
ー
ト

農
業
に
関
す
る
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
国
内
外
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報
等
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
。
週
に
１

～
２
回
程
度
の
発
信
を
予
定
し
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・Ｐ
Ｃ
か
ら

ご
登
録
い
た
だ
け
ま
す
。

今
後
、
各
Ｊ
Ａ
へ
登
録
方
法

を
明
記
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・中
央
会
の
活
動
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に

お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
「地
域
か
ら
人
を
減
ら

さ
な
い
」強
い
認
識
の
も
と
、
担
い
手
の
確
保
・育
成

に
向
け
て
Ｊ
Ａ
・連
合
会
・中
央
会
が

一
体
と
な
っ
た

サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
「担
い
手
確
保
・育
成
支
援
事

業
」を
今
年
度
よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

本
事
業
は
農
家
後
継
者
の
確
保
、
新
た
な
人
材
の

確
保
、
お
よ
び
担
い
手
農
業
者
の
経
営
課
題
の
解
決

を
図
る
た
め
に
、

４
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を

実
施
し
ま
す
。

下
記
の
図
は
「農

家
後
継
者
親
元
就

農
支
援
事
業
」
の

イ
メ
ー
ジ
図
で
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

９
月
に
札
幌
ド
ー
ム
で
「ハ
ッ
ピ
ー
マ
マ
フ
ェ
ス
タ
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

北
海
道
若
手
女
性
農
業
者
集
団
「Links

」
か
ら

「食
と
農
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
と
題
し
て
、
農
業
や
地

元
の
食
材
の
魅
力
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
出
展

し
た
ブ
ー
ス
で
は

「ち
ょ
リ
ス
・グ
ッ
ズ
」

や
「新
じ
ゃ
が
」
等
を
、

延
べ
約
１
６
０
０
名
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
の
Ｐ
Ｒ
も
実
施

し
ま
し
た
。

ＬＩＮＥの

↓登録はこちらから

↑ダウンロードはこちらから

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生
命
と

健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極
的
な
啓

蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広
報
誌

「す
ま
い
る
」を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
年
３
回
発

行
し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・健
康
情
報
を
発
信

し
て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
是
非
ご

一
読
く
だ
さ
い
。

ホクレン

ホームページ



編
集
委
員

村
田

太

伊
藤

太
良

川
合

直
樹

滝
口

直
也

森
川

忠
幸

高
本

等

浦
谷

正
憲

１０月６日、枝幸町公共育成牧場の退牧が行われました。

天気にも恵まれた中、町内若手酪農家、枝幸町職員、農協職員らの協力の下、入牧時よりも１００ｋｇ

以上増体した牛達を相手に苦労しながらの作業となりました。

当日、自分の牧場に帰る牛達はおよそ１２０頭で、残りは育成牧場と雄武町のアグリ牧場へ継続して

預けられる事となります。

１０月１６日、経済部・金融部合同で大感謝祭を行いました。農薬や酪農資材を始め、中古車などの車両販

売や電化製品、タイヤ等の販売を致しました。天候にも恵まれ、一般のお客さんにも来店していただき、盛況

のもと終了致しました。

来年も春と秋に開催を予定しておりますので、多くの方のご来店を、お待ちしております。

今後とも様々な取り纏めなどに取り組んでいきますので、ご利用ご協力の程宜しくお願い申し上げます。


